
令和8年度予算編成は、予算編成・実施計画策定会議から半年をかけ
て、各部局において作業を進めてまいりました。
物価高騰や賃金の値上げといった経済的な影響、また、少子高齢化
の進⾏に伴う社会保障費の増加や社会状況の変化による市⺠ニーズ
に合わせた対応など、現在の情勢等を踏まえた予算編成となってお
ります。

令和８年度は、市⻑任期三期⽬、かつ「第六次諏訪市総合計画」の
最終年度となります。
市⻑就任以来、全国的に増加している⾃然災害に備え、危機管理と
防災力強化を基礎としつつ、人口減少・少子高齢化の中にあっても
地域経済・地域社会を維持するためのコンパクトシティの実現を念
頭に置き、新しい時代を意識して各種事業に取り組んでまいりまし
た。
引き続き、時代の変化に沿って、次代を見据えた⾃治体経営によ
り、快適な生活空間、いきいきとした暮らし、活力のある産業やま
ちの創出など、重要課題に取り組んでまいります。
それでは、令和8年度当初予算（案）を発表いたします。







令和８年度当初予算（案）は、「推して、進めて、その先へ。
未来跳躍予算」とキャッチフレーズを付け、これまで積み上げてき
た様々な取組が実を結び具体的な形となって、少しずつ現れる重要
な年となります。この１年を、その先に続く諏訪市の輝かしい未来
へと繋がる極めて重要なステップと位置づけキャッチフレーズを定
めました。市⺠の皆様と共に、未来へ力強く歩みを進めてまいりた
いという決意を込め、「コンパクトシティの実現を⽬指して」、
「将来を担う世代の健やかな成⻑のために」の ２つの大きな柱で
進めてまいります。
★次をお願いします。



令和8年度当初予算 一般会計総額は258億円で、前年度比13.8％31
億2千万円の増となっています。
一般会計と特別会計3事業（国保・駐車場・後期高齢）及び公営企

業会計3事業（水道・温泉・下水道）を合わせた、予算総額は376億
3,260万6千円です。なお、霧ヶ峰リフト事業特別会計は令和7年度末
で廃止することとしております。
★次をお願いします。



予算規模の推移ですが過去最大の予算規模となっています。
借換債を除いた実質の予算額の比較でも過去最大となっています。
★次をお願いします。



一般会計の歳入内訳を、財源別にまとめています。
一般財源である市税が全体の31.3%を占め、80億8,600万円、次いで
地方交付税15.4%、39億7,000万円となっております。
特定財源は、国・県支出金18.1%、46億4,872万円、市債は11.5%、
29億5,400万円となっており、令和になってからは増加傾向となって
います。繰入金は4.8%で、 12億3,451万円となっており、各種基金
を取り崩して予算を編成しています。
従前から計画的な市債残高の圧縮や基金への積立により財政運営の
健全性を保っております。
★次をお願いします。



歳出編になります。まず、サービスの⽬的に着⽬した⽬的別経費
は、⺠生費が、86億5,191万円、前年度比2億2,147万円の増で、障が
い、高齢者等に係る給付費等の社会保障費及び保育所関連経費や、
組織再編に伴う放課後児童クラブ運営経費が教育費から⺠生費へ移
管したこと等により、33.5％という歳出の中で最も大きな割合を占
めております。
教育費は51億6,439万円、前年比26億590万円の増で、文化センター
改修事業費や旧城北⼩学校解体事業費のほかに、国⺠スポーツ大会
に係る施設整備等により大幅な増となっております。
⺠生費と教育費で、予算全体の53.5％を占めております。
★次をお願いします。



続いて、経費の性質に着⽬した分類では、義務的経費（毎年必ず支
出しなければならない経費）が、109億9,552万円、前年度比1.7％増
加し、その内、人件費が46億3,730万円、1億8,258万円増となってい
ます。15年間で1.25倍に増加しています。
★次をお願いします。



投資的経費（公共施設の建設などにかかる経費）が40億8,769万円、
前年度比17億2,639万円、73.1%増加し、コンパクトシティ実現を⽬
指した事業などに積極的に投資をしております。
★次をお願いします。



その他の経費は、107億1,679万円、前年度比12,8%、12億1,383万円
増のうち、物件費は、9億8,152万円増、補助費等は1億6,993万円
増、公共施設等総合管理計画に基づく施設の最適化に向けた取り組
みを推進しております



・ここからは令和８年度予算案に基づく主要事業について説明させ
ていただく
・「第六次総合計画が仕上げのフェーズに入ること」や「３期⽬金
子市政の最終年度にあたること」を踏まえ主要事業を挙げている
・先ほど説明したように「コンパクトシティの実現」と「将来世代
（子ども達）の成⻑」にフォーカスした2つの柱で構成した
・それぞれの柱の象徴的な事業をこの後説明する
★スライド送り指示



・はじめに「コンパクトシティの実現」という柱の中から、文化セ
ンター大規模改修事業に触れさせていただく
・建築主体工事：Ｒ７．８．２６本契約し、秋より現場着手し、順
調に進捗
・電気工事・機械設備工事については、Ｒ８年度当初から着手でき
るよう12月議会で債務負担⾏為をお認めいただき、去る２月12日仮
契約済み
・さらに、国の補正予算を活用するため、３月議会に補正予算を上
程している
・これらいずれの工事・事務についても順調に進捗している
・Ｒ８は文化センターの各種工事が同時並⾏的に本格的に動き始め
ることとなる

↓
・本事業の⽬的である「国登録有形文化財の文化財的価値を保存し
つつ、公共施設としての安全性や利便性を高める」
・上諏訪駅周辺におけるコンパクトなまちづくり
・Ｒ８は、Ｒ９（年度中）のリニューアルオープンに向け、これら
を達成する上で非常に重要な年度となる
★スライド送り指示



・こちらは現在の文化センター内部の様子を示したもの
・予定した工事が順調に進み、リニューアルに向けて生まれ変わろ
うとしている
・Ｒ９のリニューアルオープンに向けて、Ｒ８もしっかりと事業を
進めていく
★スライド送り指示



・その他、コンパクトシティの実現に向けてＲ８も多くの事業を実
施する予定である
・いずれの事業についても、今年度に比べてより具体性を帯びた形
のフェーズに入っていくこととなる
・市⺠の皆様との対話と協働をこれまで以上に深化させ、未来に向
けて共にまちを創り上げる努力をしていきたい
★スライド送り指示



・次にもう１つの柱である「将来世代（子ども達）の健やかな成
⻑」にフォーカスした事業について説明
・ここでは、「南部地区⼩中一貫教育学校整備事業」を紹介させて
いただく
・少子高齢化など社会環境が大きく変化する中においても、子ども
たちにとって望ましい教育環境を整えるため、「未来創造ゆめス
クールプラン」に基づく⼩中一貫教育学校整備を進めている
・中でも南部地区においては、令和5年8月より「ゆめスクールプラ
ン南部地区推進委員会」における協議・検討を進め、令和6年8月に
「南部地区⼩中一貫教育学校建設基本構想」を取りまとめ、その
後、敷地確保に向けた準備を進めてきた
・今年度は、敷地確保に向け予算措置を⾏うなどし、新校の敷地の
大枠が確定（⻘枠部分）した
・また、地元区にご理解をいただき、市道53101号線の一部（橙枠部
分）も含めて一体的整備を⾏っていく方針も固まった
・これを受け、令和8年度は設計準備業務に着手するとともに、南部
地区⼩中一貫教育学校の開校⽬標を令和14年度春と定めた
★スライド送り指示



・こちらでは令和14年度春の開校までの大まかなスケジュールを示
している
・各事務作業の進捗状況により前後することはあり得るが、各年度
において必要となる事業・予算を確保しながら進めていきたい
・事業の具体化に伴い、地元区や南部地区推進委員会など関係
各位との連携強化がますます重要となってくる
・今後も「大きな耳と分かり合う⾃由な対話」を大切に本
事業を進めていきたい
★スライド送り指示



・その他、「将来世代（子どもたち）の健やかな成⻑」をターゲッ
トにした多くの事業を展開していく
・スライドに示したいずれの事業についても、これまでの事業を更
に拡充したり、新たな取組を⾏うことを予定している
・予定された事業を確実に実施し、将来世代の今と未来が明るいも
のとなるよう力を尽くしていきたい
★スライド送り指示



・以降は、第六次諏訪市総合計画に掲げる重点⽬標ごとに関連する
特徴的な事業を紹介していく
・はじめに、「充実したしごと創出」では、「アニメ等のコンテン
ツを活用した観光生産性向上」など経済部の事業を中心に展開して
いく
★スライド送り指示



・「人と投資を呼び込む」に関しては、「上諏訪駅⻄口広場整備事
業」などの大型ハード事業のほか移住関連事業、観光関連事業など
を展開していく
★スライド送り指示



・「みんなに愛のあるライフステージ実現」では、「“ひろがる笑顔”
ゆめ保育所プランの推進」のほか、子どもからご高齢の方までを対
象とした福祉分野を中心とする幅広い事業をラインナップしている
★スライド送り指示



・「気持ちいい、心地いいまちづくり」では、「ＡＩオンデマンド
交通運⾏事業」のほかインフラ整備に係る事業や地域活動を支える
事業など幅広い分野の事業を展開していく
★スライド送り指示



・「新たな時代への対応」では、「2050ゼロカーボン事業」のほか
教育現場や⾏政におけるＤＸ推進に係る事業を展開していく
★スライド送り指示



・以上、令和8年度予算案の大きな2本の柱について説明させていた
だいた
・これらは、主要事業の⽬玉となるものであるが、これら以外に
も、市⺠の皆様一人ひとりの暮らしに寄り添い事業を展開していく
・子育て支援、障がい福祉、高齢者福祉、防災など、「日々の安心
と快適さを提供するための事業」やインフラの維持管理、各公共施
設の運営など「市⺠生活の基盤を支えるための地道で大切な事業」
にもしっかりと予算を配分し、取り組んでいく
・令和8年度予算に基づく主要事業一覧には、本日ご説明した事業も
含め、21の新規事業、36の拡充事業の他、62の継続事業（＝合計
119の事業）を掲載した
・これらの多岐にわたる分野の事業を展開することにより、第六次
諏訪市総合計画の6つ⽬の重点⽬標である「地域ブランド価値の向
上」に繋げ、第六次総合計画の⽬指すべき将来像と市⺠の皆様の豊
かな生活の実現を⽬指して参ります




